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研究背景
•「個⼈知が活⽤しきれていない」という問題意識
e.g. ユーザーイノベーションの普及における市場の失敗
（de Jong, von Hippel, Gault, Kuusisto & Raasch, 2015; von Hippel, DeMonaco & de Jong, 2017）

•スキルシェアはひとつの解決策ではないか
•スキルシェアへの参画は、経済的価値に加えて持続的
幸福度の向上をもたらす （Aoki, 2021; Aoki, 2022)



ウェルビーイング理論と
持続的幸福度(Seligman, 2011)

• ポジティブ⼼理学において提唱 (c.f. 従来の幸福理論)
• 個⼈、組織、地域、国家の持続的幸福の増⼤を⽬的とする
• 5つの構成要素(PERMA); 
• ポジティブ感情(Positive emotion)
• エンゲージメント(Engagement)
• 他者との関係性(Relationship)
• ⼈⽣の意味・意義(Meaning and purpose)
• 達成(Accomplishment)
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スキルシェアへの参画が
持続的幸福度向上に寄与(Aoki, 2021)
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AFOLの事例
知の共有→さらなる知識の深化
→持続的幸福度の向上（Aoki,2022）

A) レゴの原体験 B) 新たなレゴ体験 C) 忘我状態
D) 知的好奇⼼の充

⾜

E) ゴールの設定と
達成に伴う課題

F)共創と競争による
知識・体験の深化

G)次世代への
体験の継承
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この結果は収
⼊⽬的の場合
にも有効か



⾦銭的報酬と幸福は相反する︖
•⾏動経済学︓社会的インセンティブが機能する市場に、
⾦銭的インセンティブを持ち込むと、機能しなくなる
(e.g. Heyman & Ariely, 2004; Ariely, Bracha & Meier, 2009)

•労働経済学︓副業の⽬的で幸福度に違い(川上, 2022)

• スキル⽬的︓副業保有者＞⾮保有者
• 収⼊⽬的︓副業保有者＜⾮保有者



調査概要
•質問票調査（オンライン）
•サンプル︓18-65歳男⼥ 2,000⼈
1. スキルシェア参画者(n=1,000)と⾮参画者
(n=1,000)のPERMA⽐較

2. 副業者（報酬⽬的）(n=400)とそれ以外のスキル
シェア参画者（n=600)のモチベーションとPERMA
⽐較



測定尺度
• PERMA︓3つの質問x5項⽬（0-10点で評価）

（Butler and Kern, 2016）

•スキルシェア参画へのモチベーション
• 内発的・外発的モチベーションを網羅する10の項⽬

(Füller(2010）を参照）

• 7段階評価のリッカート尺度



調査結果︓サンプル概要
• コントロールグループ 983名（Mage=43.9歳, 男性49.5%）
• スキルシェア参画者 1,031名（Mage=41.8歳, 男性58.9%）

• 副業者 419名 （Mage=41.6歳, 男性62.1%）
• ⾮副業者 612名（Mage=41.9歳, 男性56.7%）

制作関連 29.8%
⽣活関連 24.2%
IT関連 21.9%
語学関連 18.1%

デザイン関連 16.3%
⼦ども関連 15.3%

その他 12.9%

副業や必要

な収⼊源

40%

趣味や楽

しみ

48%

奉仕活動

11%

その他

1%

スキルシェアの位置付け
活⽤スキル（複数回答）



調査結果︓PERMA⽐較
スキルシェア参画者＞⾮参画者
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コントロール変数の影響を除いても、
スキルシェアの影響は0.1%⽔準で有意
従属変数 Accomplishment VIF
説明変数
スキルシェア 0.12 *** 0.14 *** 0.09 *** 0.14 *** 0.13 *** 2.04

性別 -0.01 0.02 -0.02 0.00 0.02 3.01
年齢 0.40 *** 0.41 *** 0.36 *** 0.31 *** 0.39 *** 7.56

婚姻状況 0.02 * -0.03 * 0.03 0.04 * -0.01 2.56
最終学歴 0.46 *** 0.49 *** 0.53 *** 0.47 *** 0.46 *** 7.69
個⼈年収 0.01 -0.03 -0.01 0.05 * 0.01 5.43
R ² 0.89 0.90 0.88 0.88 0.91
F値 2213.44 *** 2463.70 *** 1909.52 1916.45 *** 2543.65 ***

* p <.05; ***p <.001

Positive emotion Engagement Relationship Meaning

重回帰分析結果



調査結果︓PERMA⽐較
副業者と⾮副業者で有意差なし
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調査結果︓モチベーション⽐較
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他者貢献・楽しさがPERMAに影響

従属変数 VIF

説明変数
動機づけ

楽しい 0.12 * 0.10 * 0.12 * 0.11 *
知的好奇⼼の充⾜ 0.10 *

他者貢献 0.12 * 0.16 *** 0.10 * 0.16 *** 0.21 *** 2.53
情報収集 0.09 * 0.08 * 1.98

コントロール変数

年齢 -0.08 * -0.09 ** -0.15 *** -0.14 *** -0.08 * 1.34
婚姻状況 0.09 * 0.13 *** 0.12 *** 1.27
最終学歴 0.08 * 0.07 * 0.09 ** 1.15
個⼈年収 0.09 * 0.14 *** 0.10 * 2.00

R ² 0.17 0.23 0.10 0.15 0.24
F値 11.51 *** 16.44 *** 7.16 *** 10.13 *** 17.88 ***

* p <.05; ***p <.001
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重回帰分析結果



AFOLの事例
知の共有→さらなる知識の深化
→持続的幸福度の向上（Aoki,2022）

A) レゴの原体験 B) 新たなレゴ体験 C) 忘我状態
D) 知的好奇⼼の充
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E) ゴールの設定と
達成に伴う課題

F)共創と競争による
知識・体験の深化

G)次世代への
体験の継承
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結論

スキルシェアは、収⼊⽬的
/趣味⽬的にかかわらず、
楽しみながら他者に貢献す
ることで、持続的幸福度を
向上させる



インプリケーション

副業解禁︓従業員のウェルビーイング向上に寄与しうる

スキルシェア︓報酬を得ながら他の⼈に貢献することの
できる副業になり得る

個⼈知が、アイデアの源泉として活かされる
社会の実現へ
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